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飲食動詞 と場所補語
Les verbes d6signant l'acte de manger et de boire et

les complёments locatifs

平  塚   徹 (HIRttSUKA TOhru)

Dans les phrases du type“ Il a bu du vin dans un verre de cristal.'',le

syntagme pr6positionnel est souvent consid6r6 colllne d6signant la

source du mouvement de l'aliment ou de la boisson,Attais,1l y a une

thもorie selon laquelle ce syntagnle pr6positionnel ne d6signerait pas un

lieu proprement dit,mais aurait un statut interm6diaire entre le“ lieu"

et le“moyen''.Le pr6sent article soutient qu'il d6signe le lieu impliqu6

dans l'acte,la pr6position indiquant la relation qu'entretient l'agent

avec ce lieu,Ainsi,on dit`て Il a bu du vinと la boutellle."et non pas“ *11

a bu du vin dans la bouteille.'',parce que,dans ce cas,1'agent ne fait

que toucher la bouteille avec sa bouche Pour dire“ boire dans un rも ci‐

pient'11'agent doit introduire dans ce r6cipient,soit une partie de son

corps,coHlIIIe la lёvre supも rieure,soit un outil,coHilne une paille.

キーワー ド!飲食動詞(ve r b e s  dもsi g n a n t  r a c t e  d e  m a n g e r  e t  d e  b o i r e ) ,前置詞

(prもpos i t i o n ) ,場所締語(co m p lもme n t  l o c a t i 9 ,行為者(ag e n t ) ,容器

(rёcipient)

1 .  はじめに

以 下のような飲食を表す動詞を伴 う文に現れる前置詞 dan sは ,し ば しば,起 点

を表すものであると説明されている'り

(1) a. Il a lnangё du riz nature αα,s″れbo7

b. 1l a bu du vin rougeがoれs″ルυcrrC ttc cr,sとo」

このような前記詞 dansの 用法は,動 詞が飲食を表すものであれば。日的語を伴っ

ていなくても可能であるし,更 には,他 動BHlでなくても可能であるⅢ.

(2) a. Il a n■angも冴o72s″乃bο′

b. Il a bu ttαれs″れυCrrC冴2 crJsけo′

c. II s'est sewi ttαtts t′tss'2けサ2/′θ υcrr2〕ど?sο77りθどS'れ



d. Il a{dtteunも/dinもl』α72s ttC′a υαサssc′″?どeSめひres

ところが,山 田(1998b)は、(3)の前置rtHltt dans un verreは純然たる 「場所」を

表 していないと述べているわ。

(3) 1l boit du、vhisky ttαれs″れυcrrC(111田,1998b,p81)

その主な論拠としては,問 題の前置詞句が場所について尋ねる疑問文の各には使わ

れないことや代名Hpl  yで受け直せないことが挙げられている.

(4) 0″ boit―il du、vhisky?一 *Doれ s″れりcrr?('どθれ,p82)

(5) a.     1l boit du、vhiskyどαれs″れυerrC(ラ冴θ",p83)

b.   ?*11ノboit du whisky.(,bサヴ)

山田は,こ のような前置詞句は,「場所Jと 「道具Jの 中間領域に位置するものと

結論づけている.

本稿では,こ の前置詞句が典型的な場所表現でないことを認めつつも,や はり場

所を表 していること,そ して,こ れらの場所は移動の起点ではなく,動 詞が表す動

作に関与する場所であることを示す。

2.前 置詞句は道具ではなく場所を表している

2.1.操 作性の有無

L述の通 り,山 田 (1998b)は,boire dans un verreのdans un verreは「場所J

と 「道具Jの 中間領域に位置すると主張 しているが,実 際の用例を観察すると道果

とは言い難いものが存rfしている。例えば,動 物が容器から水を飲んでいる場合,

容器を道具として操作 していると言うよりは,そ の容器の中に半に口を突っ込んで

いるだけである。

(6) 一-Oh isill■lonsieur i dit―elle,le cheval a bu,il a buがoれs′c scα″,plein

le seau,et mёme quec'est moi qui lui ai portもよboire,etje lui ai parlё

(HUGO,V,あ cs〕分sどrabtts,in DrSCOTβ xTヱ )

(7) Pour parfaire le tout,on avait vu les chevaux hもrもtiques boireどo77S′CS

bどれ力Jθrs.(THARAUD,J etJ,こ o Troどどがあcがc ttαりo冴′αc,in rLF″ ,
“Parfaire")

動H r l  m a n g e rについても同じである.

(8) On voyait dans lesもcuries,par le dessus des pOrtes ouveIStes,de gros

chevaux de labour qui lnangeaient tranquillementど αれsがos raけθttcrs

?々″/s(FLAUBERT,G.,MQび α7772 BOυa智 ,in DrSCOTExT F)

(9) Les poules apprivOisё es,les colombes entouraient sans cesse ma mё re,

et venaient manger ttα れs so初 a'れ (�IICHELET,」 ,二て'ラsco″,in DrSCO‐

Tβ�  F)

また ,人 間の飲食であって も,道 具 とは捉 えに くい例がある。
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(lo) Lcuelle冴 oれs′a?″2′′θ plusieurs matelots ou soldats mangeaient

ensemble(P几
“Gamelle")

これは,gamelleという語の定義であるが,こ の容器を道具として操作 して食べる

と言うよりは1そ の中から食物を取って食べていると言える

(11) Dormant dehors,mangeant ttα れs2cs pο″bθ″cs,1ls suwivent en accep―

tant les taches les plus humiliantes et les plus dangereuses (L2

Moれど216/02/2001)

この場合 ゴ ミ箱は、食べるために操作する道具ではなく,食 物のある場所であ

る.

よって、前置詞 dansの使用は,容 器を操作するかしないかとは関係なく,む し

ろ飲食物が容器のⅢにあることに関係 していると言える。このことは,飲 食動詞と

ともに用いられたdansが 表 しているのは,道 具ではなく,場 所であるという考え

方を支持する

2.2.等 位接続

(12つの前置詞句が場所を表 しているのは明らかだが,(12b)の前置詞旬は山田に

従えば 「場所Jと 「道具」の中間領域に位置することになる

(12) a. En France,on n■et le vinどoれs″れυerrC

b. En France,on boitle vin Jαれs″れυcrr2

ところが,前置Pwl句はそのままで両方の文の動詞を等位接続することが可能である.

(13) En France,on met et on boitle vin切oれs″れりCrrθ

この事実は,前 置詞旬dan s  u n  v e r r eが,動 詞 met t r e  rこ対しても,動 詞 boi r eに対

しても、同じ役割を呆たしていることを示 している。これより,(1 2 b )においても,

前置HHl句は場所を表 していると考えることができる。

(13 )は作例であるが,以 下のような実例もある。

(14) Petit rёcipient rond,creux et trёs lvasも,冴αれS姥?″θ2on met et lnange

de la nourriture,■otamment des aliments llquides(TLF↓ ,“過cuelle")

以上の事実は,飲 食を表す動HPlとともに用いられた前置詞 dansは場所補語であ

るという見方を支持するものである

3.前 置詞句は起点を表していない

3.1.場 所表現の多様性

従来の辞書や文法書では、前置詞 dansに そもそも起点の意味があるかのような

記述が見受けられる。 しか し,dansを 含む前置詞句の他にも,同 じような使い方

をする場所表現が存在 している。もし、dansに 起点の意味があると記述するとな

ると,その他の場所表現にも,い ちいち同じ記述を繰 り返 さなければならなくなる

(A)前 置HRl surが用いられている例
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(15)

( B )

( 1 6 )

Elle se tint devant l'abbё Mouret,en commencant tt manger s″ r′c

bo″けどc′oc″ ,′′cr, avec prもcaution (ZoLA,E,La Fα ″サθがθ′匂bbど

豚ο″確ちin DttCO?Z� F)

前置詞 とが用い られている例

Des paysans,avant de manger a′ a ga,"c″c, font tous le signe de la

croix(MIcHELET,J,t/o″ r乃。J,in DrSCOTExT F)

(17) On vendangea c6te a cOte,Inangeant a′ a r72θ777θ grappθ″godtant dans

ia mOme assietto et prorltant de la familiaritl des rondes pour se ser―

rerla main(THEURIET,A,あ c Marεqgc ttc CどrarJ,in DrScOTE�  F)

(C)占 」言司dedansヵ 用`いられてヽヽる17V」

(18) Mon verre est petit,mais je ne veux pas que vous buviezが2がα,s

(RENARD,J,」 o″rれα′,in DrscOTEXT F)

( D )関 係代名P・lo工が用いられている例

(19) plus d'une femme dans la ville avait une sandale ou une ceinture de

lui,une coupe θあ1l avait bu,mёme les IIoyaux des fruits qu'1l avait

manges(LouYs,P,Ap72roど ルc,ln DrSCOTExT F)

(20) Gravement on nous enlё ve,あ Sch、vob et a moi,des assiettes οtt nous

n'avons pas maig6(RENARD,J,t/o“ rれo′,in DrSCOTExTヱ )

(E)代 名言司y力 F`再ヽ らヽオtてt るヽ例〕

(21) elle inclinait doucement son vase a mesure que J〕 buVais(Du CAMP,

M,こ σ岡 ′,EgJp姥冴N″bあeクin DISCOT2�  7)

(22) Quant aux trois gobelets,remplis jusqu'aux bords,chacunメboit de

mOme,あ son tour et avecも conomie (FROMENTIN,E, し てれどけど冴oれs′c

Sα7Parα,in DISCOTEXTヱ )

これらの用例においては1場 所補語は飲食物のある場所と 致 しており、起点を

表していると記述しても良さそうに思われるかもしれない し かし,そ のような記

述をそれぞれの場所表現に繰り返すのは 重 要な ‐般化を逃すことになる.む しろ,

場所表現であれば,原 則的に,「飲食動詞とともに用いられると,飲 食物のある場

所を表すことができるJと 記述する方が良いと考えられる,

3.2. 前置詞の使い分け

これまで見てきた例では,飲 食動「F3と共起する場所補語は、食物の移動の起点と
‐致していた。そうすると,問 題の場所補語は,そ もそも食物のある場所を指示し

ているだけだという考え方も可能だと思われるかもしれない |すJえば、グラスから

ワインを飲む場合、ワインの呑夕EIJの経路は次のように表せる打.

(23)[FROM[IN[GLASS]]]

このうち[ I N [ G L A S S J ]の部分のみが場所補語で表されていると考えるのであるL
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しかし、このような考え方は成り立たない

例えば,ワ インをボ トルからラッパ飲みする場合を考えると,( 2 4 )のように,前

置詞は,d a n sではなく, とが使用される".

(24) a lla bu du vin〔a/*が。れsi′α bοレけθあ」′c.

b. Il a bu{a/*冴。れs〕′α bο″けc'72c

このことは,場所補語が食物の移動の起点だとする考え方と合致しない.なぜなら,

ワインはボ トルの中にあったのであり,その位置関係は,(25)からも分かるとおり,

dansで表されて, あでは表されないからであるm.

(25) Le vin est tキa/び。れs}″α bο″けc'″″c

これはすボ トルからラッパ飲みする場合だけでない。

(26) a. 1l a bu(du lait)【α″/*』αれS′c}b″berOれ

b. Il a bu(du coca){a/米』。77S}Ja Cα77Cサけθ

c. Il a bu(de l'eau){a/?』α,s}′oどο″戸がθ

これらの例に共通するのは,容 器の出入りIJが小さく,そ の出入り回に唇を接して

液体を飲むということであるH。これに対して、前臣rrl dansが使用される場合は,

行為者が多かれ少なかれ何らかの形で,容 器の内部に働きかけていると捉えること

ができるのである.例 えば,(la)や (2a)(以下にまとめて再掲)では,行 為者は,

箸などで茶航の中の御飯を取り出すのである.

(27) II a rnangも(du riz IIature)びaれs″れbO′

また、(lb)や(2b)(以下にまとめて再掲)では、グラスの中の液体を飲む場合,上

唇が容器の中に入り込んでいると考えることができる.

(28) Il a bu(du vin rouge)がo乃s″れυCrrCがe cr,sけo′

更に,通常なら前置討 とが使われるはずのボ トルや缶の場合でも,ス トローを使用

して飲む場合にはす前置詞dansが可能になる.

(29) a lla buttαれs′o bο″けcあ′′θ〔avec une paille/あla paille}

b. Il a buどoれs′α ccれ夕をけ?〔avec une paille/あla paille l

つまり,前 置詞dansの使用が可能になるのは,身 体の一部であれ,道 具であれ,

それを容器に入れており,容器の内部への働きかけがあるとfrlぇることができる場

合である。それに対して,容器の内部へのlSlきかけはなくて,そ の出入り「1への核

触にとどまる場合には,前 置詞とを使用するのであるル.

以上のdansととの使い分けから,問 題の前置詞句は,飲 食物の移動の起点を表

すめではなく,行 る者が飲食行為において飲食物の入っている容器にどのように関

わっているかを表しているものと考えられる.

動詞manger,dtteuner,dinerとともに使われる前置詞としてはsurもあるが,

以下の文では,食物が正かれたものの表由iに向かって行為をしていると捉えること

ができる
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(30) Elle se tint devant l'abbも NIouret,en commencantあ manger s″ r′θ

bο″け冴c′ac″ ,′′θr, avec prlcaution (ZoLA,E,こ a Fa″ けoどθ′
'abbど

Mo″ 確サ,in DrscOTEXTヱ )

(31) Les lleuristes dtteunaient sr/r′cレrs gcれο″れPour ne pas salir l'ёtabli

(ZOLA,逸 ,こ■ssο拘殉0あら ln DrSCOTExT F)

(32) Irё ne nlange s″ r″P22けab″θ江セb彦れθ,sans nappe(BATAILLE,H,Mα 77Paれ

Cο″rbr,,in DrSCOTExTヱ )

このような場合も含めて考えると,前 置詞句は、行為者が飲食行為において飲食物

のある場所にどのように関わっているかを表していると言える。

動詞 boi r eの場合には,飲 み物は通常容器に入っているので,前 記詞 surが使わ

れる場面は少ないと思われる こ の場合,何かの表面にある液体を飲むことになる.

(33) 1l buvait s″re′′2[lajoue de sa mёre]une amё re rosёe,vers6e perleぶ

perle(CoLEWE,SG,Crgけ,in TLF',“Perle")

しかし,次 の例では状況が少し其なっている.

(34) “Moi!'s'6cria ttlila Elle Feignit de porter la liqueurぶsa bouche,tan―

dis que le prOtre,tournant la coupe,cherchoit tt boire s″戸′c bοr』?″2

′cs′εりresが94/1′α αttο'Cれけ″ο″cんど (CHATEAUBRIAND,F― R,Lcs Naけ c72θZ,

inB A S工 L.E)

ここでは1前置詞句は、液体の本ケ動の起点ではなく,液体を飲むために害を核触す

る場所である1カ.つ まり,前 置詞旬が表しているのは,飲 食行為において行為者が

働きかける場所がある場合、その場所にどのように関わっているかなのである

4.英 語との比較

本稿で扱った飲食動詞と共に使われる場所補語は,その英訳と比較するときわめ

て特徴的であり,その点でも言及されてきた

(35) a. manger{』oPPs″れ夕osSあθけよc/どoれsr/れbο′〕

b toeatt(万的砲 /0//}αβ′。姥/ο″,oFa bο″′l(0″,p491)

(36) a boire ttαれs″れ〔υcrrc/bO″}

b to drink ο″″0/c tg″。SS/bο″′〕(Orr,p93)

この対比も,問題の場所補語が起点を表すという考え方を支持していたが,本稿で

の論証によりその考え方は成り立たない

そうすると,フ ランス語と英語の違いは,そ もそも,ど こにあるのであろうか。

ここで,英語で起点を表す前置HPl from/Off/out ofが使われているI理由は,飲 食行

為における飲食物の移動に若Hし て、その経路を言語化しているからと考えられる

それに対して,フ ランス語では,飲 食物と場所との関係でなく、行為者と場所との

関係を言語化しているのである。
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ところで,英 語では,行 為者が働きかけた対象が変化した結果をFll示する結果構

文が比較的よく見受けられる.

(37) a ThecrOH′ has picked the skull empty (BoUSCAREN,1991,p l15)

b. He pulled his tie undo■ e(乃 サ冴)

しかし,フ ランス語では,同 じ事態を表すのに,異 なる構文を用いる.

(38) a. Le corbeau a 6vidもle craneぶcOups de bec(jbサα)

b. Il a d6fait le n∝ud de sa cravate en tirant dessus(うbどが)

また。英語では,他 動n「lが対象の移動を合意 しない場合でも,対 象の移動の経路を

明示する前置詞句を加えることが可能である.

(39) a Peter hit the ballto the other end ofthe pitch (」oNES,1996,p394)

b 」ohn shook the dice onto the tabic('b'ど)

しかし、これはフランス語では不l a r能である.

(40) a. キ
てPierre a tap6 1e ballonぶ1)autre bout du terrain (サbけど)

b. 】く」ean a secoul les d6s sur la table (わjα)

以_|,のことは,英 語では,行 為者が対象に働 きかけて1そ の対象が移動 したり変化

したりするという!囚 果関係の線条的な流れをそのまま言語化するlLg向があるのに

対 して,フ ランス語はその傾向が朝いことを示唆 している。これは言い換えれば(

L畑 oヾ、c K E R ( 1 9 9 0 )の a c t i o n  c h a i n  m o d e lや C R O F T ( 1 9 9 1 )の c a u s a l  c h a i nの よ う な

事 態 認 知 モ デ ル が ,英 語 に お い て は 優 勢 だ が ,フ ラ ン ス 語 に お い て は そ う で は な い

と い う こ と を 示 唆 し て い る と 考 え ら れ る  こ の 考 え 方 は , V I N A Y & D A R B E L N E T

( 1 9 9 5 )の 以 下 の 観 容 と も 符 合 す る .

(41) In the description of reality English normally follo、vs a natural order,

1lke the temporal sequence of an action flinl Even in the domain of

concrete expression,French does not necessarily follo、v the order of

our sensations(VINAY&DARBELNEr「 ,1995,p103)

本稿で扱った構文を含む (35)や(36)の対比も,これと軌を ‐にするものと予想で

きる.こ の点については,今後,さ らに解明したい.

5. まとめ
“1l a bu du vin dans un verre de cristal"のような文における前置詞句は,起点

を表すものでもなければ、「道具」と 「場所」の中間領域に位置するものでもなく,

むしろ飲食行為に関与する場所を表しており,前置詞は行為者がその場所にどのよ

うに関わっているかを表しているのである.こ れは,凶果関係の線条的な流れをそ

のまま吉語化する傾向の強い英語とは異なるフランス語の特徴の表れの一つとして

捉えることができる.
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[7主〕
1)起 点がdeではなくdansのような前置詞

で表されるとされているのは、飲食を
表す動詞の場合に限らない 例 えば,
GulLLET&LECLERE(1992,pp 75‐ 78,

pp 169-170),」 oNES(1996, pp 399‐

4 0 0 ) , 朝倉( 2 0 0 2 , p 1 5 5 ) を参月aせよ
2) GuILLET&LECLERE(1992,pp 350‐

355)を参照すると、起点 を表すのにde

以外の前置詞を取 る動詞で飲食を表す

もの と して は ,以 下の もの が ある

aspirer, bafrer, becqueter, biberon―

ner,boire,bouffer,bOulotter,brouter,

dもguster, もcluser, goinfrer, godter,

grignoter, lamper, laper, licher,
manger, morfaler, paFtre, picoler,

Picorer, Picoter, pinter, poコnper,

savourer,sifner, siroter)tもter,tor―

tiller,tortorer

3 )こ のことから、問題の前置義司旬が日的

語名詞の補語であるという考えは退け

られる

4)山 田(1998a)も参照

5)(5)で 見た通 り、山田(1998b)は、問題

の前置詞旬を代 名HH7yで受けることが

できないと述べている し か し (21)や

(22)の実例が存在することから,yで 受

けることが全 く不 可能 だ とは言えな

い (5b)が不向然なのは(何 らかの語

用論的要因によるものであろう

6)(4)で 見た通 りi山 田(1998b)は前置詞

dansが場所について尋ねる疑間文の答

には使われないと述べている し か し,

これを許容するネイテ ィブスピーカー

も存在する ま た、以下のようにする

と許容度の向上も見られる

(i) /OK O力 est,ce qu'1l a bu,どaれS

cc υcrttc,cJ O″どαれs cc υCrr2″a?

( i i )ネ/ O K  O t t  e s t―c e  q u ' 1 l  a  m a n gも,
どα,s cc′けθ oss'cけιで―c,ο″どα7Ps

cで,とc css'cけと2″め?

(lii) Ott le cheval bOit il de l'cau?―
十/OK Dα tts″2 scα″

このことから (4 )の計容度の低 さは,

o工やd a n sの字義的な意味に基づ く意

味論的な要lA lによるものではなく、む

しろ語用論的な要因によるものではな

いかと考えられる

7 ) 経 路 の 表 示 に つ い て は 、J A C K E N D O F F

( 1 9 8 3 , p p  1 6 1 ‐1 7 0 ) や田中 ・松本

(1997,pp 128-129)を参照されたい

この場合“FROMは 動詞に 「語実化」
あるいは 「包入」されていることにな

るであろう 「語震化」や 「包人」に
ついては TALMY(1985)や田中 ・松本

(1997,p130)を参照されたい

boireぶla bouteilleは定型表現である

と思われるかもしれない し かし こ
の表現に出てくる限定辞が定冠詞に限
られないことを見ると,定 型表現では

ないと言える

(1) Il a bu(du vin)a tccレけで/″71ビ|
btl″,2,ι″c

ボ トルの中は, d a n s  l a  b o u t e l l l e だけ

でなく、e n  b o u t e l l l e でも表すことが

できる

(1) Le vin est ett bο″姥↓rle

そこで、en  b O u t e i l l eを動詞bo i r eと使
うと以 ドのようになる

(ii) Il a bu du vin er2 bo″′2,7″2

(lii) *Il a bu cPl bο″とで冴′2

(il)が容認されているが,こ れは、vin

en bouteilleで「ボ トル入りのワイン」
を意味 しているためである よ って,
いずれにしても 動 詞boireとともに,

起点としてボ トルの中を表す場所表現

を使うことはできない

canetterこは,「/1、瓶」 と 「缶」 とヽヽう

意味があるが,いずれにしても、入り
回は狭く(dansの容認度は低い

容器の内部への働きかけがあると考え

ることができる場合でも,前 置詞ぶの

使用が必ずしも排除されるわけではな
いと思われる 例 えば1(16)では前置

詞とが使われているが,容器gamelleの
内部への働きかけがあると考えること

もできる (実際 gamelleの定義であ

る(10)では前置詞dansが使われてい

る). しかし,お そらく、このlal支で

は,そのような容器の構造は捨象され

てしまっているのであろう
ラッパ飲みすることをboire au gou10t

とも言うが ,こ の表現 に含まれる

g o u l o t (ボトルの首の部分)も ,飲み

物のあった場所ではなく そ れを飲む

ために口をつける場所と考える方がよ
いだろう
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